
                             

                             

                             

                             

         

第
141

回
を
迎
え
る
今
年
は
秋
田
駅
前
を

中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
社
は
秋
田
ク
ボ

タ
さ
ん
の
ブ
ー
ス
（第
３
会
場
）に
て
出
店
致
し

ま
す
の
で
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
！ 

 

■
開
催
日
＝
10
／
30(

火)

～
11
／
５(

月) 

９
時
か
ら
16
時
（最
終
日
は
正
午
ま
で
） 

■
主
会
場
＝
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ 

(

農
産
物
出
品
展
示
、
Ｊ
Ａ
地
産
地
消
展
、 

学
校
農
園
展
、
石
川
翁
・森
川
翁
展 

他
） 

▽
第
１
会
場
＝
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
、 

ア
ゴ
ラ
広
場
（駅
西
口
周
辺
） 

（地
産
品
販
売
・飲
食
、
農
業
関
連
参
考
展
示 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
秋
田
の
伝
統
芸
能 

他) 

▽
第
２
会
場
＝
エ
リ
ア
な
か
い
ち 

(

秋
田
の
食
・日
本
酒
屋
台
、
物
産
展
、
竿
灯 

他
伝
統
芸
能
、
高
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア
、
各 

種
講
演
会
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
実
施) 

▽
第
３
会
場
＝
旧
秋
田
空
港
跡
地 

(

農
業
機
械
展
示
・実
演
、
農
業
資
材
店
、
各 

種
屋
台
と
物
販
、
植
木
・苗
木
市 

他) 
 ・

・
・こ
の
他
、
ア
ト
リ
オ
ン
や
市
役
所
で
の
各

種
展
示
に
加
え
、
期
間
中
毎
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
上
映
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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定 休 日 

土日祝日 

◎出羽青岩アグロ㈱横手支店 （〒013-0101 秋田県横手市平鹿町上吉田字車長根８３ ℡. - -1101） http//:www.ds-agro.co.jp 

◎
編
集
者
の
つ
ぶ
や
き･･･ 

 

放
射
冷
却
に
よ
る
朝
の
寒
さ
が
肌
身
に
沁

み
る
今
日
こ
の
頃
。
人
に
と
っ
て
は
利
の
無

い
寒
さ
で
も
、
り
ん
ご
等
の
果
樹
に
と
っ
て

は
絶
対
に
必
要
な
物
で
す
。
今
年
は
ぶ
ど
う

も
夏
の
暑
さ
で
着
色
不
良
で
し
た
し
、
り
ん

ご
の
方
は
台
風
で
傷
だ
ら
け
…
。
残
っ
た
ふ

じ
は
無
事
食
卓
に
届
き
ま
す
よ
う
に
！ 

○M ■(平年)以下 ■並 ■高い （％） 

 

☀
気
に
な
る

今
月
の
お
天
気
☀ 

 

 

● 

果 

樹 
 

 
 

 
 

※
果
樹
試
Ｈ
Ｐ
よ
り
↓ 

り
ん
ご
晩
成
種
の
生 

育
は
や
や
小
ぶ
り
に
推 

移
。
収
穫
時
期
は
平
年 

並
か
や
や
早
ま
る
予
想
。 

度
重
な
る
台
風
で
落
果
や
キ
ズ
果
が
多
く

農
家
の
皆
さ
ん
の
心
中
は
察
す
る
に
余
り
あ

る
が
、
贈
答
用
、
早
出
し
用
等
、
収
穫
日
と
選

果
に
は
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
降
雪
の
恐

れ
が
あ
る
11

月
20

日
頃
ま
で
に
収
穫
を
終

え
、
雪
害
や
小
動
物
の
食
害
対
策
（ア
ン
レ
ス

塗
布
、
金
網
等
の
設
置
）も
実
施
す
る
。 

本
年
は
殺
鼠
剤
や
風
害
果
へ
の
補
助
金
制

度
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
上
手
に
利
用
し
対
策

を
急
ぐ
。  

※
詳
細
は
平
鹿
地
域
振
興
局 

農
業
振
興
課
へ 

≪はじっこクイズ！≫ 俳句ブームが再燃中だが、レモンは晩秋の季語である。○か×か？ 

農業倶楽部 

よこて店 
Ｈ30.10.26 ｖｏｌ.47 

第
六
回 

「珪
酸

の
役
割
」 

◆ 

人 

・・・普
段
、
意
識
し
て
摂
る
事
は
な

い
が
、
成
長
期
の
骨
に
は
た
く
さ
ん
必
要
。 

◇
野
菜
・・
・土
壌
改
良
材
と
し
て
用
い
ら
れ

る
事
が
多
く
、
植
物
の
細
胞
を
丈
夫
に
し
、

食
味
や
品
質
、
日
持
ち
が
向
上
す
る
。 

（シ
リ
カ
は
大
森
町
の
貴
重
な
天
然
資
源
で
す
）

 

「化
学
品
、
医
薬
品
等
い
ろ
ん
な
分

野
で
使
わ
れ
る
化
学
物
質
の
一
つ
。 

健
康
食
品
も
出
回
っ
て
お
る
が
、
安

易
な
服
用
は
禁
物
じ
ゃ
。
」 

10

／
17

～
11

／
16 

 
 

 

平
年
同
様
に
曇
り
や

雨
の
日
が
多
い
予
想
で
、 

週
別
の
気
温
は
１
週
目

は
平
年
並
の
確
立
50
％

で
２
週
目
は
高
い
確
率

70

％
、
３
～
４
週
目
は

平
年
並
ま
た
は
高
い
確

率
と
も
に
40
％
で
す
。 

降
霜
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

  

例
年
と
比
べ
遅
い
刈
取
り
と
な
っ
た
米
の
集

荷
作
業
も
や
っ
と

一
区
切
り
と
言
う
所
ま
で

来
ま
し
た
が
、
来
年
度
用
肥
料
農
薬
資
材
注

文
書
の
配
布
も
併
せ
て
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今

し
ば
ら
く
お
待
ち
頂
き
ま
す
よ
う
何
卒
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
（
11
月
中
～
下
旬
予
定
）。 

な
お
、
先
月
号
で
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

年
の
不
作
を
受
け
て
来
年
の
施
肥
設
計
や
除

草
体
系
等
の
見
直
し
を
お
考
え
の
お
客
様
は

お
気
軽
に
ご
来
店
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
 

ま
た
種
も
み
の
ご
注
文
、
数
量
変
更
に
つ
き

ま
し
て
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
出
来
る

だ
け
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

答え：○ 

●暑～い夏の爪痕・・・ 

 今年の稲作は県内全域で平均１～

１俵半程少ない収量に終わった。

元々株が取れていない上に７月上旬

からの高温と中干しが不十分だった

ことで着粒数も減少。更に出穂後の

猛暑と水不足は稲の体力を著しく消

耗させ、モミへの養分蓄積を妨げて

しまった。 

我々が金足農業の快進撃に熱中

していた頃、稲も一番大事な時期を

迎えていたが、水は来ない(圃場が緩

むのを気にして水を控えていた人も

…)夜温も高いで「俺もう投げられな

い」状態だったはずだ。その為いもち

病が各所で発生。クズ米には真米に

近い「惜しい」米が多数混じり、残念

至極である。おそらく採種圃場でも同

じ現象は起きているから、来年の種も

みの質を考えると種子消毒や育苗に

は細心の注意が必要になるなぁ。 

・・・大事な時期に浮ついていた自分を 

「日々是反省」である・・・。 

のはなし 


